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ニューノーマル時代の学級づくり
～心の通ったICT活用のために～

明 樂五 月
(岡山市立陵南小学校)

はじめに

コロナウイルス対策のた
めの物理的な距離をとる
必要性

学校の教育に関する環境の大変化

ギガスクール導入による
ICT教育環境の大変化

はじめに

コミュニケーションの多様化
(ビデオ会議，掲示板，やクラウド活用)

情報教育を進める大きなきっかけにも

◎時間や場所の縛りが少なくなった

はじめに

情報端末利用の必要性
• CBT(コンピュータを利用し
たテスト)の実用化

• コンピュータネットワークを
活用したコミュニケーショ
ンの必要性

新たな課題も
ネットトラブルに関わる可
能性の増大
• ネットもコミュニケーション
の大切な一部に

• 校内外でのネットトラブル
の増大

クラスづくりという面でも
情報モラル指導がとても重要に

https://line-mirai.org/ja/download/

情報モラル指導について

情報モラル教育とは「他者への影響を考え、人権、知的財
産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をも
つことや、危険回避など情報を正しく安全に利用できるこ
と、コンピュータなどの情報機器の使用による健康とのか
かわりを理解することなどの内容」のこと

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/056/shiryo/attach/1249674.htm

とくに

これまで以上に人と関わり社会に影響を与えやすいメディ
アを手にするので、人に迷惑を掛けず、余計なことをせず、
注意されたことをやらず、自分の中に生まれる悪い心や欲
求を抑える自制心を働かせること が求められる
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情報モラル指導について
モラルに関する意識は，「頭で理解していく」ことから高
まる部分もあるが，一方で，「理屈抜きで『こうするも
の』と家庭でのしつけのように心に刻んでいくことも大切。

GIGAスクールでネットが身近になった分
• これまで，ともすると家庭での働きかけに頼りがちだっ

た情報モラル指導が，学校でも切羽詰まった課題として
取り上げやすくなる。

• 学年の低い(年齢の低い)時期から，しつけ的に指導しや
すくなる。

指導を受けた人の方が，行動変容の割合が高い
→指導の有効性 https://line-mirai.org/ja/download/

情報モラル指導のポイントなど

• 多様な考え方がある中で，画一的に安易な価値観
を押しつけても，響きにくい。

• 子どもたちに自分自身のこととしてとらえさせ，
自分ならどのように対応するか考えさせる工夫が
必要。

情報モラル指導の例
「多様な価値観があることに気付く」

https://line-mirai.org/ja/download/

• 同じ言葉で
も人によっ
て感じ方が
違う

• 文字だけで
伝えると感
情が伝わり
にくい

情報モラル指導の例
「画像の中の情報がはらむリスク」

https://line-mirai.org/ja/download/

• 人によって公開
してもよいと思
う写真は違う

• 合わせて，一度
公開した情報は
すぐに拡散され，
完全に消すこと
は難しいことを
指導する。

まとめ

・「指導すべき領域が増えた」
→「学校でのコミュニケーションが情報モラルの直接の
教材になる

＝我が事として指導できる機会が増える

・端末の向こう側にも人がいることを忘れず，人を大切に
する気持ちを育てる

・１人１人の感じ方が違うことを忘れず，情報発信につい
て考え続けること

・もちろん，コミュニケーションの基本となる対面の関わり
方も，大切に


